


クラウド型の最大のネックは個人情報の管理でした。2次元コード（QRコード）
を使って個人情報を管理しますので、システム側で個人の名前を持つ必
要がなくなりました。

※2次元コード（QRコード）の読み取りには専用のバーコードリーダが必要です。

クラウド型のシステムなのでプログラムをインストールする必要がなく簡単
に始められます。バージョンアップも自動で行われ、常に最新の状態で利用
できます。プログラム故障の心配もなく、データバックアップの必要もありま
せん。


